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先
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の
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い
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ら
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の
鳴
き
声�
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草
刈
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に
一
陣
の
風
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た
れ
ば
シ
ュ
ロ
の
葉
擦
れ
の
ざ
わ
め
き
始
む�
山
　
　
栗
原
ヤ
ヱ
子

風
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る
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マ
に
そ
っ
て
展
示
さ
る
花
々
を
観
て
心
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か
に�
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子

目
の
前
の
山
桜
咲
く
里
山
が
み
る
み
る
う
ち
に
廃
車
の
山
に�

寺
　
久
　
大
野
　
和
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け
だ
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さ
の
少
し
残
る
る
昼
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が
り
梅
雨
の
狭
庭
に
く
ち
な
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匂
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田
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子

短
歌
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
！
（
応
募
先
は
市
役
所
秘
書
広
報
課
で
す
）

投
稿
さ
れ
る
方
は
、ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に 

市
役
所
秘
書
広
報
課「
ば
ん
ど
う
文
芸
」担
当
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
は
一
人
二
作
品
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
掲
載
す
る
短
歌
は
複
数
人
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
の
際
に
選
考
者
に
よ
る
添
削
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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